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　学
校
創
立
１
０
０
周
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
妻
高
校
、

P
T
A
、
聖
陵
会
の
三
者
が
結

束
し
、
記
念
事
業
の
成
功
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

　昨
年
十
二
月
に
は
記
念
事
業

実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
委

員
長
に
高
橋
哲
郎
妻
高
校
長
、

副
委
員
長
に
松
浦
潤
一
郎

（
P
T
A
）大
塚
直
純（
聖
陵
会
）

の
各
会
長
が
、
顧
問
に
橋
田
和

実
西
都
市
長
を
迎
え
て
組
織
作

り
を
行
い
、
企
画
委
員
会
で
の

素
案
を
基
に
式
典
、
記
念
事
業

等
の
各
部
会
が
記
念
事
業
の
成

功
に
向
け
と
り
く
む
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

持
続
可
能
な
記
念
事
業
に

　妻
高
校
で
は
校
内
に
記
念
の

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
創
設
す
る
の

　前
任
の
高
橋
哲
郎
校
長
が
作

ら
れ
た
地
域
と
の
連
携
体
制
を

さ
ら
に
深
め
な
が
ら
、
本
校
創

立
１
０
０
周
年
記
念
行
事
を
成

功
さ
せ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
卒
業
生
の

み
な
さ
ま
に
は
、
よ
り
一
層
の

ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　本
校
が
地
域
の
学
校
と
し
て

今
後
も
必
要
と
さ
れ
、
選
ば
れ

る
学
校
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
よ

う
に
、
在
校
生
と
教
職
員
が
心

を
合
わ
せ
て
、
全
力
で
本
校
を

前
へ
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
卒
業
生
の
み
な
さ
ま
の
深

い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
百
年

を
顧
み
、
こ
れ
か
ら
の
百
年
を

見
据
え
て
持
続
可
能
な
記
念
事

業
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

　平
成
３
０
年
西
都
商
業
高
校

と
統
合
し
西
都
市
内
唯
一
の
高

校
と
な
っ
た
妻
高
校
は
こ
れ
ま

で
以
上
に
地
域
と
連
携
し
生
徒
・

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
様
々
な

事
業
を
展
開
し
〜
地
域
を
元
気

に
！
生
徒
も
成
長
！
を
目
指
す

地
域
共
創
事
業

　新
し
く
な
っ
た
校
章
に
表
さ

れ
て
い
る「
普
通
科
の
学
び
」「
ビ

ジ
ネ
ス
の
学
び
」「
福
祉
の
学
び
」

で
、【
高
き
希
望
】
を
成
し
遂
げ

羽
ば
た
く
生
徒
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

給
付
型
奨
学
金
事
業

　学
習
、
部
活
動
、
集
会
等
生

徒
の
研
鑽
の
場
と
し
て
聖
陵
会

が
建
て
た
聖
陵
会
館
は
、
築
30

年
以
上
経
過
し
損
傷
も
目
立
つ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
女
子
ト

イ
レ
と
部
活
の
後
で
使
用
す
る

シ
ャ
ワ
ー
室
は
一
年
以
上
使
用

出
来
な
い
状
況
に
あ
り
今
回
の

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
改
修

工
事
を
行
う

聖
陵
会
館
改
修
事
業

　以
上
、
三
事
業
を
記
念
事
業

の
柱
に
し
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　聖
陵
会
会
員
の
皆
様
に
は
、

是
非
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
創
立

１
０
０
周
年
記
念
事
業
特
別
募

金
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

令和4年度 聖陵会総会のご案内
●日 時

●場 所

令和 4年 7月 16日（土）
総会　午後6時～
ホテル プリムローズ西都 ☎（0983）43-3313

1.開会の言葉
2.聖陵会会長あいさつ
3.議長選出
4.議事
① 令和３年度事業報告
② 令和３年度決算及び監査報告

③ 役員承認
④ 令和４年度事業計画
⑤ 令和４年度予算案
⑥ その他
5.閉会の言葉

　令
和
４
年
２
月
2８
日
（
月
）
聖
陵
会
入
会
式
が
妻
高
校
体

育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　大
塚
直
純
会
長
の
入
会
あ
い
さ
つ
の
後
、
新
入
会
員
代
表

の
林
田
久
瑠
実
さ
ん
が
力
強
く
入
会
の
決
意
表
明
を
し
ま
し

た
。　そ

の
後
、
黒
木
美
恵
子
副
会
長
か
ら
卒
業
記
念
品
と
し
て

マ
グ
ボ
ト
ル
が
新
入
会
員
代
表
の
緒
方
咲
耶
さ
ん
へ
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　卒
業
生
数
は
令
和
３
年
度
の
２
４
９
名
を
加
え
て
２
６
，

６
７
１
名
と
な
り
ま
し
た
。

聖
陵
会
入
会
式

国公立大学 専門学校
私立大学・短大

41名合格！ 84名合格！
就　　職 64名のべ77名合格！

（内定率100％）
※ 詳細は妻高HPをご覧ください。

妻高 R3進路実績 九州大学進学（２年連続）

日時：令和 4年 10月 22日（土）

会場：妻高等学校　体育館
午前 9時 30分（予定）

日時：令和 4年 10月 22日（土）

会場：妻湯（予定）
午後 6時 00分（予定）

*
*

*
*

記 念 式 典

祝 賀 会

聖陵会総会 会次第

【プロフィール】
名　前　三浦　正貴（みうら　まさき）
年　齢　55 歳
出身地　新富町（富田中学校）
出身校　妻高校（昭和 60 年 3月卒 / 第 37 回卒）

筑波大学 ( 芸術専門学群 )→筑波大学大学院
( 芸術研究科 /修士課程）

　新
緑
の
候
、
聖
陵
会
会
員
の
皆

様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
聖
陵
会

そ
し
て
母
校
妻
高
校
の
為
に
温
か

い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　聖
陵
会
は
、
聖
陵
会
会
員
の
親

睦
と
融
和
、
母
校
の
発
展
の
為
に

あ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　２
０
１
９
年
12
月
31
日
に
、
中

国
武
漢
市
で
発
生
し
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
C
O
V
I
D‐
19
）
の
感
染
は

い
ま
だ
そ
の
勢
い
は
衰
え
ず
、
多

く
の
変
異
ウ
イ
ル
ス
が
次
々
と
出

現
す
る
こ
と
に
よ
り
私
た
ち
は
感

染
を
防
ぐ
た
め
に
日
常
生
活
や
社

会
活
動
が
制
限
さ
れ
、
生
き
る
喜

び
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
感
染
症

対
策
に
十
分
気
を
付
け
な
が
ら

W
i
t
h
コ
ロ
ナ
の
新
し
い
生
き

方
を
見
出
す
と
共
に
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
の
一
日
も
早
い
終
息
を

祈
る
ば
か
り
で
す
。

り
ま
す
よ
う
に
様
々
な
計
画
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。
聖
陵
会
会
員
の

皆
様
に
は
出
費
多
難
な
お
り
と
存

じ
ま
す
が
年
会
費
・
聖
陵
会
協
力

費
・
創
立
１
０
０
周
年
事
業
特
別

募
金
と
色
々
な
お
願
い
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　母
校
妻
高
等
学
校
の
今
一
つ
の

大
き
な
問
題
は
生
徒
数
を
い
か
に

確
保
す
る
か
で
す
。
少
子
高
齢
化

に
よ
り
生
徒
数
の
確
保
は
こ
れ
ま

で
以
上
に
困
難
に
な
っ
て
く
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
２
０
２
１
年
（
令

和
３
年
）
西
都
市
立
の
中
学
校
卒

業
の
生
徒
は
２
４
３
名
と
減
少
し

て
い
ま
す
。
妻
高
校
の
定
員
は
２

８
０
名
で
す
の
で
、
西
都
市
立
の

中
学
生
全
員
が
妻
高
校
に
入
学
し

た
と
し
て
も
定
員
を
充
足
で
き
ま

せ
ん
。
こ
の
局
面
を
打
開
す
る
た

め
に
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
は

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
現
在
３
路
線
で

１
５
３
名
の
生
徒
が
利
用
し
て
い

ま
す
。
西
都
市
か
ら
の
補
助
と
は

別
に
聖
陵
会
か
ら
も
年
間
１
０
０

万
円
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　毎
年
の
お
願
い
で
恐
縮
で
す

が
、
聖
陵
会
は
皆
様
方
の
会
費
に

よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
た
め
に
、
日

本
、
世
界
が
大
変
な
影
響
を
受
け

て
い
る
と
き
に
、
心
苦
し
く
思
い

ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　妻
高
校
、
聖
陵
会
の
ま
す
ま
す

の
発
展
を
心
よ
り
祈
念
致
し
ま
し

て
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　令
和
４
年
２
月
28
日
聖
陵
会
入

会
式
が
行
わ
れ
、
新
た
に
２
４
９

名
の
方
が
聖
陵
会
員
と
な
ら
れ
卒

業
生
総
数
は
２
６

　６
７
１
名
と

な
り
ま
し
た
。

　母
校
妻
高
校
は
本
誌
聖
陵
だ
よ

り
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
よ
う
に

進
学
・
就
職
に
お
い
て
立
派
な
成

績
を
上
げ
て
お
り
ま
す
。
部
活
動

に
関
し
ま
し
て
は
運
動
部
に
つ
い

て
は
、
高
校
総
体
が
ま
だ
開
催
さ

れ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
成
績
は
出

て
お
り
ま
せ
ん
。
紙
面
の
都
合
で

ご
紹
介
で
き
ま
せ
ん
が
、
運
動
部
・

文
化
部
と
も
に
素
晴
ら
し
い
活
躍

を
し
て
お
り
ま
す
。

　本
年
、
母
校
妻
高
等
学
校
は
創

立
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
１

０
０
周
年
に
あ
た
っ
て
の
記
念
事

業
に
つ
い
て
は
本
誌
に
記
載
が
あ

,




